
 
               

書
類
、
読
ま
れ
な
い
本
を
処
分
し
て
入
れ
替
え
、
廊

下
の
戸
棚
も
整
理
し
ま
し
た 

▼
下
駄
箱
前
の
小
椅
子
が
早
く
も
壊
れ
、
買
い
換

え
ま
し
た
。
使
わ
れ
て
い
る
証
拠
で
も
あ
り
ま
す
。 

▼
調
理
台
、
シ
ン
ク
前
の
窓
に
、
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン

リ
ー
ン
を
つ
け
ま
し
た
。 

▼
実
つ
き
が
良
か
っ
た
の
で
庭
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫

を
期
待
し
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
を
か
け
る
前
に
ほ
と

ん
ど
鳥
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

▼
児
童
室
の
床
の
臭
い
が
気
に
な
り
ま
す
。
改
善

策
を
市
と
協
議
し
ま
す
。 

▼
九
浦
の
家
の
30
年
誌
「
30
年
目
の
九
浦
の

家｣

、
お
入
用
の
方
は
窓
口
へど
う
ぞ
。 

▼
六
月
か
ら
窓
口
担
当
に
天
野
優
希
さ
ん
。
事

務
に
も
行
事
に
も
大
活
躍
だ
っ
た
朝
比
奈
遼
君

は
、
授
業
時
間
の
調
整
が
つ
か
ず
、
退
任
で
す
。 

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
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浦
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四
月

17
日

14
時
か
ら

22
年
度
住
民
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
丁
目
の
長
谷
川
耿
さ
ん

を
議
長
に
選
出
、
21
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
、
監
査
報
告
お
よ
び
22
年
度
事
業
案
、

予
算
案
、
運
営
委
員
候
補
の
提
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
監
査
に
石
田
喜
代
子
、
小
峰

ヒ
デ
子
さ
ん
を
選
任
。
役
員
は
、
承
認
さ
れ
た

運
営
委
員
で
後
刻
互
選
す
る
こ
と
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

21
年
度
は
、
長
い
地
域
課
題
で
あ
る
外
環
問

題
お
よ
び
、
法
政
第
一
跡
地
の
長
谷
工
マ
ン
シ
ョ

ン
問
題
、
多
く
の
署
名
を
添
え
た
要
望
に
も
か

か
わ
ら
ず
進
展
が
見
ら
れ
な
い
「二
丁
目
生
活

道
路
の
多
量
な
通
過
交
通
」な
ど
、
大
き
な
問

題
で
い
そ
が
し
く
、
新
規
の
事
業
に
取
り
組
む
余

裕
は
あ
り
ま
す
ん
で
し
た
が
、
初
級
囲
碁
講
座
、

囲
碁
を
楽
し
む
会
、
子
供
囲
碁
教
室
、
競
技
か

る
た
、
太
極
拳
の
５
自
主
教
室
と
、
毎
月
の
「つ

ど
い
」、
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
イ
ン
ド
編
シ
リ
ー
ズ
７
回
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
落
語
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。 

新
年
度
は
、
「私
た
ち
の
ま
ち
企
画
」の
中
で
、

災
害
時
避
難
の
折
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
使

い
方
、
災
害
時
避
難
所
開
設
の
組
織
づ
く
り
の

検
討
を
諸
団
体
に
呼
び
掛
け
て
始
め
る
こ
と
、

街
が
変
化
し
戦
争
前
後
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
て

い
く
の
で
、
つ
ど
い
で
「東
町
の
昭
和
史
」の
聞
き

取
り
を
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。  

ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
は
「ス
リ
ラ
ン
カ
」に
取
り
組

み
ま
す
。
健
康
推
進
員
と
協
働
で
、
「健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
共
催
し
ま
す
。 

20
日
午
前
の
臨
時
運
営
委
員
会
で
、
代
表 

井
部
文
哉
氏
再
任
、
副
代
表
小
林
宏
、
林
武

志
、
原
利
子
、
青
木
一
郎
の
４
氏
、
会
計
担
当

に
宮
沢
元
英
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

五
月
の
第
１
回
運
営
委
員
会
で
、
若
い
運
営
委

員
が
現
れ
ず
新
陳
代
謝
が
鈍
い
の
は
問
題
…
と
、

人
材
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
ま
し
た
。 

決
算
報
告
は
３
面
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

九
浦
夏
の
フ
リ
マ 

 

五

月

30

日
（日
）
10

時

半

～

14

時  

 

朝
夕
雨
の
予
報
。
曇
天
で
出
足
を
心
配
し
ま

し
た
が
、
開
始
前
に
は
や
は
り
長
蛇
の
列
。
11

時
半
ま
で
は
芋
の
子
を
洗
う
よ
う
な
混
雑
で
し

た
が
、
一
休
み
の
後
ゆ
っ
く
り
商
談
で
き
る
楽
し

い
フ
リ
マ
に
な
り
ま
し
た
。
来
店
者
約
250
。 

今
回
も
、
下
足
の
世
話
と
自
転
車
整
理
の
若

者
が
、
好
感
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
出
店
申
し
込
み
は
20
分
で
満
席
。 

 
 

 
 

 
 

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

六
月
６
日
午
後 

 

堀
井
恵
、
ザ
ビ
ー
ネ
・ザ
イ
フ
ェル
ト
夫
妻
の
２

本
の
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
デ
ュ
オ
。
70
名
が
至
福
の

ひ
と
時
を
堪
能
し
ま
し
た
。
堀
井
さ
ん
は
２
度

目
の
出
演
。
ピ
ア
ノ
は
お
な
じ
み
田
鶴
浜
静
子

さ
ん
。
今
回
の
大
曲
は
緊
張
し
た
よ
う
で
す
。 

 

第
七
回
九
浦
の
家
落
語
会 

 
 

 

出
演
は
毎
度
お
な
じ
み
の
三
遊
亭
橘
也
さ
ん

と
落
語
学
長
束
宏
文
氏
さ
ん
。 

五
月

26
日
（第
４
水
曜
） 

午
後
の
木
戸
銭

500
円
の
九
浦
落
語
会
も
、
大
入
り
と
は
い
か
ぬ

も
の
の
定
着
の
様
子
。
橘
也
さ
ん
、
先
般
吉
祥

寺
駅
北
口
広
場
で
足
の
甲
を
通
称
下
駄
骨
折
。

ま
だ
足
を
引
き
ず
っ
て
い
て
高
座
に
上
が
る
の
が

大
変
で
し
た
が
、
正
座
で
き
て
し
ま
う
所
が
す

ご
い
。
こ
の
骨
折
を
た
っ
ぷ
り
枕
に
し
て
、
今
回

は
、
お
な
じ
み
の
「饅
頭
怖
い
」と
、
ち
ょ
っ
と
大

物
「こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」の
二
席
。
及
び
、
お
な
じ

み
長
束
さ
ん
の
落
語
学
で
し
た
。 

 つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ 

 

四
月
は
「武
蔵
野
市
の
水
道
」 

 
 

 

前
水
道
部
長
の
渡
辺
幹
夫
さ
ん
に
よ
る
、
武

蔵
野
市
水
道
の
基
本
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。 

 

武
蔵
野
市
は
都
か
ら
一
部
分
買
っ
て
い
る
分
の

管
は
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
他
の
自
治
体
と
違
い
、

水
道
事
業
が
独
立
単
独
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
他
に
単
独
は
羽
村
市
な
ど
の
例
の
み
。 

 
戦
後
の
早
い
段
階
で
水
道
化
に
踏
切
っ
た
た

め
、
既
に
本
管
は
60
年
を
超
え
、
大
改
修
、
敷

設
が
え
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
。
工
事
に
か
か
り

た
い
が
、
道
路
の
下
は
す
で
に
各
種
の
管
で
埋
ま

り
、
地
下
と
い
え
ど
も
ゆ
と
り
が
無
い
。
そ
れ
と
、

ほ
か
な
ら
ぬ
命
を
つ
な
ぐ
水
の
こ
と
な
の
で
、
他

の
供
給
源
に
繋
が
ら
な
い
中
で
万
一
工
事
中
に

本
管
が
破
損
し
た
ら
、
２
～
３
ヶ
月
、
全
市
民
が

給
水
車
に
よ
る
飲
料
水
以
外
の
水
が
断
た
れ
ま

す
。
風
呂
も
洗
濯
も
市
外
で
。
調
理
も
無
理
。 

そ
の
た
め
何
次
に
も
わ
た
り
検
討
し
、
技
術
的

に
は
可
能
だ
し
自
信
も
あ
る
が
、
万
一
の
セ
イ
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
無
い
の
で
、
ま
だ
着
手
し
て
い
な
い
…

な
ど
な
ど
。
今
後
の
全
市
民
の
選
択
に
も
か
か
る

大
き
な
課
題
で
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

水
道
部
に
は
水
道
屋
魂
が
有
り
、
自
治
体
の

仕
切
り
を
越
え
、
困
っ
た
時
の
相
互
助
け
合
い

精
神
と
制
度
が
完
備
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

五
月
の｢

武
蔵
野
市
の
下
水
道｣

は
１
面
参
照 

六
月
は
吉
祥
寺
周
辺
の
自
転
車
対
策
に
つ
い

て
、
道
路
交
通
課
職
員
と
意
見
交
換
し
ま
す
。 

          

吉祥寺東コミュニティセンター 九浦の家ホームページ higasi-c@parkcity.ne.jp 

平
成
二
十
二
年
度
吉
祥
寺
東
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
住
民
総
会
報
告 

私
に
は
不
用
で
も

使
う
人
が
い
る
。 

▼
四
月
１
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研

究
連
絡
会
を
九
浦
の
家
ホ
ー

ル
で
す
し
詰
め
状
態
で
開
催
。 

▼
四
月
末
、
運
営
委
員
総
動

員
で
館
内
整
理
を
し
、
不
要



街づくりができるのは、そこで生活する私たちです。 

鎖
さ
れ
、
市
に
よ
る
荷
捌
車
置
き
場
と
駐
輪
場

建
設
の
看
板
が
出
ま
し
た
。
鉄
骨
３
階
、
十
月

着
工
、
来
年
三
月
末
に
完
成
予
定
。
六
月

14

日
夜
商
工
会
館
で
説
明
会
。 

◎

六
月
第
１
週
か
ら
、
東
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

一
つ
だ
っ
た
、
宮
田
重
雄
邸
（東
町
駐
在
所
筋
向

い
）の
取
り
壊
し
。
松
の
大
木
３
本
の
う
ち
１
本

が
伐
ら
れ
ま
し
た
が
、
小
路
を
見
込
む
緑
は
ま

だ
保
た
れ
て
い
ま
す
。
集
合
住
宅
化
し
ま
す
が

一
部
画
廊
カ
フ
ェ
の
予
定
と
の
こ
と
。
道
路
際
の

桑
の
木
２
本
は
、
本
宿
小
の
児
童
が
観
察
の
た

め
飼
育
す
る
蚕
の
餌
用
に
貰
い
受
け
ら
れ
、
学

校
に
植
え
る
た
めP

T
A

の
お
母
さ
ん
に
運
ば
れ

て
ゆ
き
ま
し
た
。 

◎
本
宿
小
フ
ェ
ン
ス
の
青
尐
協
掲
示
板
新
品
に
。 

◎
女
子
大
通
り
額
の
ダ
・ラ
ッ
カ
ー
ナ
右
隣
に
、

犬
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＊
保
護
、
里
親
探
し
な
ど
行

う
店
舗w

anspace

が
七
月
オ
ー
プ
ン
。
既
に
看

板
犬
が
座
っ
て
い
ま
す
。 

◎
五
月
７
日
正
午
頃
、
東
町
二
丁
目
で
、
玄
関

の
鍵
を
開
け
よ
う
と
し
て
い
る
犯
人
と
帰
宅
の

家
人
が
遭
遇
し
犯
人
逃
走
。
50
～

60
才
、
白

髪
ま
じ
り
の
パ
ン
チ
パ
ー
マ
、
作
業
服
（未
解

決
）。
深
夜
の
女
性
の
一
人
歩
き
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
四
月
～
五
月

25
日
の
東
町
交
通
事
故
は 

物
損
事
故
一
丁
目
―
９
、
二
丁
目
―
２
、
三
丁

目
―
２
、
四
丁
目
ー
２
の
計

15
件
。
人
身
事
故

４
件
。
自
転
車
と
車
の
事
故
多
発
で
す
。 

◎
六
月

10
日

14
時
、
東
町
駐
在
前
交
差
点

で
、
タ
ク
シ
ー
と
乗
用
車
が
衝
突
。
怪
我
人
は
あ

り
ま
す
ん
。 

◎
四
月
～
六
月

18
日
ま
で
東
町
の
火
事
ゼ
ロ
。 

◎
東
町
駐
在
矢
澤
礼
美
さ
ん
に
代
わ
り
岡
本

巡
査
が
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。 

◎
旧
伊
勢
丹
地
下
、
三
浦
屋
が
出
店
予
定
。 

 

 

小
平
市
の
「ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
」は
地
上

２
階
一
見
小
さ
な
建
物
で
す
が
地
下
５
階

も
あ
り
、
最
下
階
で
は
実
際
の
下
水
道
本
管

（地
下

25
ｍ
径

4.5
ｍ
）に
入
っ
て
見
ま
し
た
。

汚
水
は
濁
っ
た
茶
色
で
す
が
臭
い
は
さ
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
す
ん
。
地
下
五
階
ま
で
下
り
る

螺
旋
階
段
の
わ
き
は
、
掘
り
下
げ
ら
れ
た
地

層
が
復
元
展
示
さ
れ
、
こ
の
辺
が
古
多
摩
川

流
域
で
、
そ
の
下
に
は
海
底
の
地
層
も
あ
る

の
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
下
２
～
３
階
は
下
水

道
の
シ
ス
テ
ム
や
浄
化
の
仕
組
み
の
展
示
。 

 

「清
瀬
水
再
生
セ
ン
タ
ー
」は
21
万
㎡
余

の
土
地
に
沈
殿
槽
と
汚
泥
処
理
工
場
、
管

理
棟
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
多
摩
地
域
東
北

部
の
分
流
式
で
集
め
た
下
水
の
み
を
処
理

し
、
き
れ
い
に
し
て
柳
瀬
川
に
放
流
し
て
い

ま
す
（す
ぐ
荒
川
に
で
、
隅
田
川
と
な
り
東

京
湾
に
）。 

 

分
流
式
の
下
水
処
理
場
で
も
、
雨
が
降
る

と
何
故
か
下
水
量
が
増
え
ま
す
。
そ
う
す

る
と
沈
殿
池
や
反
応
槽
の
処
理
水
が
増
水

し
て
薄
ま
り
、
折
角
培
養
し
た
活
性
汚
泥=

バ
ク
テ
リ
ア
で
汚
水
を
分
解
処
理
す
る=

が

流
れ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
入
っ
て

く
る
下
水
を
止
め
、
雨
で
薄
ま
っ
た
下
水
は

直
接
川
へ出
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。 

 

下
水
の
問
題
は
著
し
い
広
域
の
問
題
で
、

河
川
浄
化
の
問
題
と
も
直
結
し
て
お
り
、
市

域
、
ま
し
て
や
丁
目
の
問
題
に
矮
小
化
で
き

な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
部
文
哉 

三
中
副
校
長
清
水
壽
先
生
四
中
副
校
長
に

御
転
出
。
山
口
敦
副
校
長
府
中
第
一
中
か

ら
ご
転
入
。
数
学
の
竹
山
正
弘
先
生
六
中

副
校
長
と
し
て
御
転
出
。
社
会
科
の
千
葉

東
先
生
清
瀬
二
中
へご
転
任
。
数
学
の
高
野

由
紀
子
先
生
は
一
中
へ。
数
学
の
伊
藤
一
弘

先
生
渋
谷
上
原
中
、
澤
田
光
伸
先
生
横
浜

の
高
校
か
ら
、
社
会
の
木
野
内
実
先
生
二
中

か
ら
ご
転
入
で
す
。
新
一
年
生
116
名
。 

 

本
宿
小
大
田
黒
範
子
先
生
府
中
第
九
の

副
校
長
に
。
三
浦
勝
也
先
生
練
馬
中
村
小
へ

御
転
出
で
す
。
代
っ
て
井
ノ
口
和
子
先
生
が

二
小
か
ら
、
泉
誠
一
郎
先
生
が
府
中
日
新

小
か
ら
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
一
年
生

32

名
。
男
子
が
８
名
も
多
い
。 

 

第
四
小
は
新
校
長
佐
藤
幹
夫
先
生
が

玉
川
小
か
ら
ご
赴
任
。
江
見
み
ど
り
先

生
が
国
立
第
一
か
ら
、
米
内
山
美
紀
先

生
が
三
鷹
第
四
小
か
ら
ご
転
入
で
す
。 

 

ム
ー
バ
ス
東
巡
環 

 

終
バ
ス
時
間
延
長
を 

 
 

 

五
月

20
日
、
ム
ー
バ
ス
東
循
環
の
、
終

バ
ス
の
時
間
延
長
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て
、
本
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
呼
び

か
け
で
集
っ
た
、
地
域
諸
団
体
が
協
議

し
、
六
月
議
会
に
正
式
に
陳
情
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
ム
ー
バ
ス
も
創
設
時
の
高
齢
者
の
外
出

支
援
の
目
的
を
越
え
、
い
ま
や
完
全
に

住
民
の
足
化
し
た
た
め
で
も
あ
り
ま

す
。
要
望
は
、
吉
祥
寺
駅
発
の
終
バ
ス

21
時
で
す
。 

22
年
度
学
校
の
先
生
の
異
動 

下
水
道
施
設
見
学
記 



街づくりができるのは、そこで生活する私たちです。 

  
 

 
 

 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

  

今
年
も
安
養
寺
の
ボ
タ
ン
を
初
め
、
藤
、
花
水

木
が
見
事
な
咲
き
ぶ
り
で
し
た
が
、
東
町
は
近

年
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
ト
ネ
リ
コ
が
増
え
ま
し
た
。
六

月
、
東
町
、
本
田
北
両
公
園
は
セ
ン
ダ
ン
の
花
が

香
り
、
下
旪
に
は
東
町
公
園
の
ネ
ム
が
咲
き
ま
す
。 

◎
四
月

28
日
、
女
子
大
通
り
キ
ッ
チ
ン
お
じ
さ

ん
の
あ
と
に
、Kitchen&

cafe

「Kiri P
ani

」が
開

店
。
店
主
シ
ェ
フ
の
母
国
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
を
基

調
の
展
開
で
カ
リ
ー
や
海
南
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
な

ど
。
キ
ッ
チ
ン
お
じ
さ
ん
時
代
の
常
連
客
層
の
高

齢
者
の
反
応
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
学
割
が
あ
る
よ

う
で
す
が
、
以
前
よ
り
若
い
お
客
さ
ん
が
来
て
い
る

よ
う
で
す
。 

◎
五
月
６
日
夕
方
、
五
日
市
街
道
住
友
林
業
の

車
庫
に
燕
が
２
羽
出
た
り
入
っ
た
り
、
時
々
壁
に
止

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も
営
巣
は
な
し
。 

◎
五
月

22
日
、
暑
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
の
晴
天
下
、

本
宿
小
学
校
の
運
動
会
。
一
家
で
お
弁
当
を
食

べ
る
慣
わ
し
な
の
で
、
開
始
前
は
皆
さ
ん
敷
物
と

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
場
所
取
り
に
懸
命
で

し
た
。
力
を
付
け
て
き
た
吹
奏
楽
部
が
大
活
躍
。

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
以
下
暑
さ
も
も
の
か
は
、
楽
器

を
タ
オ
ル
で
日
差
し
か
ら
保
護
し
な
が
ら
の
演

奏
を
続
け
ま
し
た
。 

身
体
的
な
成
長
が
一
目
瞭
然
の
運
動
会
。
一
年

生
が
６
年
間
で
い
か
に
成
長
す
る
の
か
実
感
で

き
ま
す
。
組
み
体
操
も
上
々
の
で
き
ば
え
。
す
が

す
が
し
い
運
動
会
で
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
も
テ
ン
ト

の
中
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

◎

麻
疹
の
発
生
の
た
め
、
五
月
24
日
出
発
の
予

定
が
一
旦
中
止
に
な
っ
た
三
中
一
年
生
の
セ
カ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
は
、
流
行
が
収
ま
っ
た
た
め
、
六
月

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

◎

吉
祥
寺
大
通
り
北
の
駐
車
場
有
里
寿
が
閉

 

住
民
は
、
公
園

用
地
と
し
て
記
念

講
堂
跡
地
を
取

得
で
き
た
と
の
陳

情
者
へ
の
連
絡
を

受
け
、
公
園
用
地

と
の
認
識
で
す
。

長
谷
工
紛
争
の
市

と
の
や
り
取
り
の

中
で
、
取
得
で
き

た
ら
有
効
利
用
の

た
め
防
災
施
設
に

も
利
用
た
い
と
い

う
井
上
都
市
整

備
部
長(

当
時)
の

発
言
は
聞
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
防
災
公
園
と
、
17

年
の
北
町
の
浸
水
対
策
に
役
立
つ
の
か
と
い

う
認
識
し
か
あ
り
ま
す
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、

降
雨
量
の
単
位
が
５
ミ
リ
な
の
か
50
ミ
リ(

１

時
間
単
位)

で
混
乱
し
た
の
で
す
。
説
明
会
当

日
の
資
料｢

合
流
式
下
水
道
改
善
施
設
整
備

計
画(

概
要)

」の
、
合
流
式
下
水
道
改
善
計

画
の
説
明
に
あ
る
、
合
流
式
の
問
題
点
で
あ

る
「大
雨
時
に
汚
水
が
未
処
理
で
公
共
用
水

域
に
放
流
さ
れ｣

の
文
言
も
、
混
乱
の
一
因
で

す
。
５
ミ
リ
の
雨
は
普
通
の
感
覚
で
は
大
雨
で

は
あ
り
ま
す
ん
。 

説
明
会
当
日
、
担
当
課
か
ら
、
質
問
に
対

し
て
「こ
れ
は
合
流
式
改
善
で
あ
っ
て
、
豪
雨

に
よ
る
浸
水
対
策
に
は
な
ら
な
い
」と
い
う
返

事
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
五
月
22
日
、
FF
ウ
ッ
ド
テ
ラ
ス
で
行

わ
れ
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
し
つ
こ
い
ほ

ど
の
質
問
に
対
し
、
市
長
の
答
え
は
「浸
水
対

策
」一
本
槍
で
し
た
。
ど
っ
ち
な
の
か
。 

 

住
民
の
素
朴
な
疑
問 

 

２
～
５
ミ
リ
の
雨
な
ら
、
校
庭
の
雨
水
浸
透

施
設
＝
自
分
の
敷
地
内
に
降
る
雨
は
外
に
出

さ
な
い
＝
を
敷
衍
し
て
、
個
人
の
住
宅
に
雨

水
浸
透
桝
を
作
る
こ
と
で
賄
え
な
い
か
ー
。

市
は
以
前
か
ら
雨
水
浸
透
桝
設
置
費
用
を

全
額
補
助
し
て
い
る
。
新
築
の
際
は
工
務
店

に
施
主
に
提
案
す
る
よ
う
指
導
し
、
建
築
申

請
の
折
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い
う
が
、
近
頃

建
て
替
え
た
ど
の
人
も
、
そ
ん
な
提
案
は
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
宅
地
の
浸
透
桝
、
ト
レ
ン

チ
は
効
果
が
あ
り
、
市
内
に
は22,000

個
設

置
済
み
で
効
力
は
約45,000

㎥
分
に
当
た

る
。
何
故
積
極
的
に
PR
し
な
い
の
か
。
補
助

金
額
は
自
治
体
の
中
で
最
高
だ
と
い
う
が
、

三
鷹
市
は49,000

個
設
置
済
み
と
聞
く
。 

道
路
も
浸
透
性
の
あ
る
舗
装
や
道
路
雨

水
貯
留
浸
透
施
設
を
検
討
し
て
ほ
し
い
、
そ

の
上
で
、
さ
ら
に
不
足
す
る
分
は
何
万
ト
ン

か
、
貯
留
槽
が
必
要
な
ら
別
の
場
所
に
も
計
画

し
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
調
布
飛
行
場
跡
地
の

水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
下
水
幹
線
経
路
変
更
と

い
う
が
、
今
回
施
設
の
30
億
の
費
用
対
効
果

は
あ
る
の
か
…
、
な
ど
な
ど
。 

 

第
３
回
説
明
会
の
結
果
は
次
号
で
。
HP
に

は
速
報
し
ま
す
。 

 

む
さ
し
の
地
区
外
環
問
題
協
議
会 

 

第
四
回
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

六
月
19
日
（
土
）
19
時
か
ら
の
総
会

（
本
宿
コ
ミ
セ
ン
）
で
、
井
部
東
コ
ミ
代
表

に
よ
り
今
ま
で
の
経
過
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
度
も
、
南
・
本
宿
・
吉
東
３
コ
ミ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
協
議
会
が
継
続

さ
れ
ま
す
。 

 

外
環
の
２
「地
上
部
道
路
に
つ
い
て
話
し
合

う
会
」は
次
回
の
日
程
を
調
整
中
で
す
。 

そ
の
ほ
か
、
三
月
５
日
の
「本
当
に
必
要
な

道
路

?
」-

交
通
量･

費
用
便
益
徹
底
検

証
ー
古
川
英
夫
氏
を
皮
切
り
に
、
隣
接
や

関
連
す
る
市
区
の
住
民
と
一
緒
の
３
回
連
続

勉
強
会
が
、
外
環
道
路
を
市
民
の
目
で
徹
底

検
証
す
る
「私
た
ち
の
『地
域
課
題
検
討
会
』

報
告
会
」実
行
委
員
会
主
催
で
行
わ
れ
第

3
回
の
東
町
在
住
の
古
谷
圭
一
さ
ん
の
問

題
提
起
と
基
調
報
告
で
、
シ
リ
ー
ズ
を
終
え

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
参
加
者
多
数
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
勉
強
会
で
し
た
。 

  

第
３
回
「空
気
は
大
丈
夫
か
」-

大
気
汚

染
を
徹
底
検
証
ー 

 

四
月
６
日
（火
）夜 

吉
祥
寺
南
コ
ミ
で
の
元

理
科
大
学
教
授
古
谷
圭
一
氏
の
基
調
報
告

は
、
大
変
専
門
的
な
話
で
、
つ
い
て
ゆ
く
の
が

大
変
で
し
た
が
、
大
気
と
か
気
体
に
も
の
が

混
じ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
問

題
の
物
質
を
除
去
し
て
排
気
す
る
と
、
そ
の

時
吸
い
込
む
空
気
は
、
外
気
そ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
空
気
の
動
き
の
基
本
的
な
理
解

と
、
様
々
な
気
体
の
中
に
混
じ
る
物
質
の
量

の
単
位
な
ど
、
「基
本
の
基
」を
学
び
ま
し
た
。 

 

第
２
回
「
地
下
水
は
大
丈
夫
か
?
」 

 
-

地
下
水
枯
渇
、
地
盤
沈
下
、
地
下
水
汚

染
を
徹
底
検
証
ー
（三
月
22
日
夜 

西
荻

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
）は
、
善
福
寺
池
命
の
古

川
英
夫
氏
と
、
、
今
地
表
に
見
え
て
い
な
く
て

も
道
を
歩
け
ば
昔
の
水
み
ち
が
判
る
と
い
う
水

み
ち
研
究
家
宇
都
宮
敬
三
氏
の
基
調
報
告
。

超
が
付
く
く
ら
い
面
白
く
、
70
名
ほ
ど
の
会

場
か
ら
は
次
々
質
問
が
出
ま
し
た
。 

担当課の必要貯留量算出 
流域面積約５６０ｈａ×3.0㎜ 
×流出係数0.6=必要貯留量 
＝約１００００㎥ 
 

 



 
 

第
3
回
合
流
式
改
善
貯
留
槽
説
明
会 

 
 

 

六
月

25
日(

金)

19
時
～
三
中
会
議
室 

 

九
浦
落
語
会 

三
遊
亭
橘
也 

長
束
宏
文 

 
 

七
月

28
日
（水
）
14
時
～
木
戸
銭
500
円 

 

本
宿
盆
踊
り
大
会 

八
月

21
・
22
日 

 
 

 

＆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
盆
踊
り
場
所 

 
 

 
 

 
 

本
宿
盆
踊
り
実
行
委
員
会
主
催 

｢

こ
れ
か
ら
の
医
者
の
か
か
り
方
～
病
院
と 

 

診
療
所
と
の
連
携
に
つ
い
て
」 

 
 

 
 

 

富
田
博
樹
武
蔵
野
日
赤
院
長 

 
 

 
 

八
月

25
日

13
時
半
～
本
宿
コ
ミ 

 
 

 
 

 
 

東
部
福
祉
の
会
・本
宿
コ
ミ
共
催 

 

市
民
と
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 
 

八
月

25
日
18
時
半
～
九
浦
の
家
共
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雨
の
時
の
汚
水
交
じ
り
の
雨
水
一
時
貯
留 

施
設
＝
合
流
式
下
水
道
の
改
善
対
策
、 

お
よ
び
浸
水
対
策
の
た
め
の
貯
留
槽
＝ 

 

何
の
た
め
に
、
つ
く
る
の
か 

ど
う
し
て
「こ
こ
に
」な
の
か 

広
報
を
早
く
し
な
か
っ
た
の
か   

   
 

三
月
５
日
夜
九
浦
の
家
で
行
わ
れ
た
、
都
市

整
備
部
下
水
道
課
に
よ
る
、
雨
水(

汚
水)

貯
留

槽
設
置
説
明
会
は
、
住
民
が
公
園
用
地
と
思
っ

て
い
た
法
政
第
一
中
高
記
念
館
跡
地
に
、
地
下

20
数
メ
ー
ト
ル
も
掘
り
下
げ
る
巨
大
貯
留
槽
を

設
置
す
る
と
い
う
計
画
が
、
突
然
か
つ
唐
突
、

ま
た
規
模
が
想
像
外
だ
っ
た
上
、
質
問
に
対
し

て
説
明
が
要
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
４
年
に
わ
た

る
長
谷
工
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
に
疲
れ
果
て
て
い
る

近
隣
住
民
か
ら
、
悲
鳴
に
近
い
反
発
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。 

 

東
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が
住
民
の
要
望
を
受
け
、

都
市
整
備
部
下
水
道
課
と
日
程
調
整
を
行
い
、
２

回
目
の
説
明
と
意
見
交
換
を
四
月
27
日
（火
）本

宿
コ
ミ
セ
ン
で
行
い
ま
し
た
。 

19
時
か
ら
行
わ
れ
た
説
明

と
質
疑
は
、
再
び
激
し
い
応
酬
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
市
の
下
水

道
事
情
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ

頭
の
中
の
混
乱
は
続
い
て
い
ま
す
。  

 

 

第
３
回
説
明
会
は
、
六
月

25
日

（金
）。
資
料
の
不
足
分
や
、
説
明
不
十
分
の
も

の
、
質
問
への
回
答
は
用
意
し
て
く
る
約
束
で

す
。
担
当
課
は
毎
月
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
、
説

明
を
行
い
理
解
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
五
月

18
日
、
バ
ス
で
小
平
上
水
本

町
の
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
と
、
清
瀬
市
下
宿
の

清
瀬
水
再
生
セ
ン
タ
ー
見
学
会
が
あ
り
ま
し

た
。
見
学
希
望
は
多
か
っ
た
も
の
の
、
急
な
企
画

の
た
め
参
加
住
民
は
６
名
の
み
。
た
だ
、
参
加
者

は
、
下
水
は
広
域
問
題
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
五
月

27
日
九
浦
の
家｢

つ
ど
い｣
で
の
、

元
都
市
整
備
部
下
水
道
課
長
久
保
利
夫
さ
ん

に
よ
る
武
蔵
野
市
の
下
水
事
情
と
歴
史
の
話

で
、
説
明
会
時
の
疑
問
が
解
け
た
り
理
解
で
き

た
部
分
も
あ
り
ま
す
。 

 

な
ん
の
た
め
に 

25
年
度
ま
で
国
か
ら
補
助
金 

 

汚
水
は
下
水
道
で
処
理
場
に
運
び
、
浄
化
し

て
河
川
や
海
に
戻
し
ま
す
。
東
町
を
含
む
武
蔵

野
市
の
約
６
割
の
下
水
が
善
福
寺
排
水
区
で
、

善
福
寺
幹
線
を
経
て
都
の
落
合
水
再
生
セ
ン

タ
ー
で
浄
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

武
蔵
野
市
は
河
川
が
な
い
の
で
、
雨
水
さ
え
直

接
流
す
場
所
が
な
く
、
降
っ
た
雨
を
面
的
に
集
め

て
下
水
道
を
使
い
隣
接
区
市
の
河
川
に
流
し
ま

す
。
武
蔵
野
市
は
単
立
で
き
な
い
の
で
す
。 

 

昭
和

27
年
、
い
ち
早
く
下
水
事
業
に
踏
み

切
っ
た
武
蔵
野
市
で
は
、
汚
水
、
雨
水
の
流
れ
る

管
が
同
じ
も
の
を
使
う
合
流
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。
汚
水
は
下
水
本
管
の
ご
く
一
部
を
流
れ
て

お
り
、
通
常
な
ら
何
百
倍
も
ゆ
と
り
の
あ
る
太

い
本
管
が
、
い
っ
た
ん
雨
に
な
る
と
雨
水
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
処
理
能
力
に
見
合
っ
た
汚
水
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
細
く
作
ら
れ
て
い
る
処
理

場
行
き
の
管
に
入
る
仕
分
け
装
置
の
能
力
を
越

え
る
分
が
、
汚
水
混
じ
り
の
雨
水
と
し
て
直
接

善
福
寺
川
に
流
出
し
ま
す
。
（下
水
道
管
が
直

径
数
ｍ
も
あ
る
の
は
雨
水
の
た
め
で
、
日
常
の
雑
排

水
、
し
尿
だ
け
な
ら
口
径
数
十
㎝
で
済
み
ま
す
）。

こ
の
仕
分
け
装
置
が
《雨
水
吐
き
口
》で
、
武
蔵
野

用
は
善
福
寺
川
の
原
橋
と
原
寺
分
橋
の
２
か
所
に

あ
り
ま
す
。 

 

東
町
ポ
ン
プ
場
に
も
貯
留
槽
の
説
明
会
が
三

月
２
日
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
参
加
し
た

杉
並
区
議
３
名
が
、
武
蔵
野
市
に
大
変
迷
惑
を

被
っ
て
い
る
旨
発
言
し
ま
し
た
。
四
丁
目
の
浸
水

対
策
の
貯
留
槽
建
設
と
思
っ
て
参
加
し
た
住
民

は
、
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

住
民
理
解
の
混
乱
の
原
因 

 
下
水
道
課
は
、
今
回
の
事
業
は
、
１
時
間
当
た

り
２
ミ
リ
か
ら
５
ミ
リ
の
降
雨(

水
溜
り
が
で
き

る
程
度
）で
起
き
る
善
福
寺
川
へ
の
未
処
理
水

流
出
を
、
手
前
に
大
貯
留
槽
を
作
っ
て
一
時
貯

め
、
水
位
が
下
が
っ
た
後
揚
水
し
て
下
水
に
戻

す
た
め
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
で
杉
並
区
へ
の
迷
惑
の
回
数
を
半
減
さ

せ
る
と
い
う
の
で
す
。  

 
 

 
（２
面
に
続
く
） 
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法
政
第
一
記
念
館
跡
地 

 

雨
対
策
の 

１
万
㎥
貯
留
槽
計
画 

 

合
流
式
下
水
道
改
善
施
設
整
備
計
画 

予告 

雨水吐き口の構造 武蔵野の吐き口は、女子大通り原寺分橋と 
少し下流の原橋の二か所ある。橋から見えます。 


